
平成２２年６月の解説（府県天気予報） 

 

【６月の天候状況】 

上旬は、北日本から西日本では高気圧に覆われて晴れる日が多くなりました。沖縄・奄

美では曇りの日が多くなりました。中旬は、はじめは西日本で高気圧に覆われ晴れる日が

ありましたが、その後は梅雨前線が本州の南岸に停滞したため曇りや雨の日が多くなり、

九州南部では大雨となりました。北日本では、低気圧と高気圧が交互に通過し天気は周期

的に変わり、沖縄・奄美は梅雨前線の影響で曇りや雨の日が多くなりました。下旬は梅雨

前線が本州付近に停滞し、東北地方から西日本は曇りや雨の日が多くなり、西日本の太平

洋側を中心に大雨となった所がありました。北海道では前半は低気圧の影響で曇りや雨の

日が多くなりましたが、後半は高気圧に覆われおおむね晴れて気温の高い状態が続きまし

た。沖縄・奄美は湿った気流の影響のため曇が広がりやすく、雨の降る日もありました。 

 月を通しての日照時間は、北日本と東日本では平年より多くなりましたが、沖縄・奄美

ではかなり少なくなりました。降水量は西日本の太平洋側で平年より多くなり、6 月の月

降水量の最大値を更新した気象官署がありました。沖縄・奄美では平年より少なくなりま

した。気温は、北日本では平年よりかなり高くなり、6 月の月平均気温の最高値を更新し

た気象官署がありました。東・西日本では平年より高くなりました。 

 

【６月の検証結果】 

17 時発表の天気予報による「降水の有無」の全国平均の適中率は、明日予報で 83％と

例年（注）より 3ポイント、明後日予報では77％と例年より1ポイント高くなりました。地

域毎の適中率では、明日予報は東北、東海、北陸方で例年より6ポイント高くなりました

が、四国地方では5ポイント低くなりました。明後日予報は九州南部地方では11ポイント

高くなりましたが、近畿、中国地方ではそれぞれ5ポイントと7ポイント低くなりました。

明日の最高気温の予報誤差は、北日本と東日本で例年より0.3℃から0.6℃小さくなり、全

国平均では0.2℃小さい1.8℃でした。また、最低気温の予報誤差はほぼ全国的に例年並み

となり、全国平均では例年より0.1℃小さい1.2℃でした。 

   （注）例年値は気象庁ＨＰ（予報精度検証）内「月毎の精度の例年値」を参照してください。 

 

【８月の天気予報の利用にあたって】 

8月は全国的に梅雨が明けて夏本番となります。例えば東京では日照時間の月合計の平年

値が7月の147.5時間から8月には177.5時間となり、月平均の最高気温の平年値も30.8℃と

１年で一番暑い月となります。子供たちは涼を求めて川遊びに興じ夏休みを満喫しますが、

晴れていた天気が急変し局地的な大雨により河川が急激に増水することがあります。局地

的大雨に備えるため、出かける前に最新の天気予報と警報・注意報を確認しましょう。さ

らに屋外でも雨雲や雷が近づいていないかなど、周囲の状況の変化に注意を払うことが必

要です。 


